
医
療
費
管
理
に
新
ル
ー
ル
導
入
を

伸
び
率
を
経
済
成
長
の
範
囲
内
に
自
動
調
整

保
険
証
が
あ
れ
ば
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
く

医
療
を
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
「
国
民
皆
保
険
」
と
呼
ば
れ
る

医
療
保
険
制
度
の
持
続
性
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
社
会
の
高

齢
化
に
伴
い
、
経
済
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
医
療
費
が
増
え、

財
源
不
足
が
拡
大
し
続
け
て
い

る
か
ら
だ
。
医
療
費
の
伸
び

を
経
済
成
長
の
範
囲
内
に
抑
え
る
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
し
、

制
度
を
安
定
さ
せ
る
べ
き
だ
。

医
療
費
急
増
、

G
D
P
比
で
2
倍
近
く
に

医
療
費
の
伸
、
び
は
急
激
だ
。
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読
売
新
聞
東
京
本
社

調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員

田
中
秀
一

兆
円
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
位
兆
円
に
達
し
て
い
る
。
一

方、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
経
済
の
低
迷
が
続
き
、
国
内
総
生
産

(
G

D
P
)
は
わ
ず
か
し
か
増
え
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

G
D

P
に
占
め
る
医
療
費
の
割
合
は
、
卯
年
度
の
4
・
6
%
か
ら
、

2
0
1
5
年
度
に
は

8
%
と、

2
倍
近
く
に
上
昇
し
た
。
経

済
成
長
率
に
比
べ
て
医
療
費
が

い
か
に
急
速
に
膨
ら
ん
で
い

る
か
を
物
語
る
数
字
だ
。

医
療
費
増
大
の
要
因
は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
あ
る
。

年
齢
と
と
も
に
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
複
数
の
病
気
を
抱

え
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
と
い
っ

た
重
い
病
気
に
な
る
恐
れ
も
高
く
な
り
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど

医
療
費
は
増
え
る
。
白
歳
未
満
の
現
役
世
代
で
は
、

-
人
あ

た
り
の
年
間
の
医
療
費
は
四
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
百
歳

以
上
の
高
齢
者
は
5
情
強
の
幻
万
円
に
上
っ
て
い
る
。
百
歳

以
上
の
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、
う
な
ぎ
登
り
に
医
療
費
も
増

え
る
の
だ
。

一
万
、
医
療
の
財
源
で
あ
る
保
険
料
収
入
や
税
収
は
、
長

引
く
不
況
で
伸
び
悩
み
、
医
療
の
支
出
と
財
源
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
不
足
分
は
困
の
借
金
で

あ
る
凶
債
で
賄
わ
れ
、
固
と
地
方
合
わ
せ
て

1
0
0
0
兆
円

を
超
え
た
長
期
債
務
の
要
閃
の

一
つ
に
は
か
な
ら
な
い
。

医
療
費
の
膨
張
は
今
後
も
続
き
、
お
年
に
は
現
在
よ
り
3

割
も
増
え
て
日
兆
円
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
財
政

は
さ
ら
に
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。

医
療
費
の
伸
、
び
を
経
済
成
長
の
範
開
内
に
収
め
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
財
政
も
安
定
し
、
医
療
保
険
制
度
も
堅
持
で
き

る
。
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
は
、
後
に
詳
し
く
説
明
す

る
が
、
そ
の
前
に
、
医
療
費
が
現
有
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
、

ど
ん
な
問
題
が
あ
る
か
を
見
て
お
こ
う
。
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不
透
明
な
診
療
報
酬
改
定
の
決
ま
り
方

医
療
費
を
決
定
し
て
い
る
の
は
、
診
療
報
酬
制
度
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。
診
療
報
酬
と
は
、
検
査
や
投
薬
、
手
術
な

ど
の
医
療
行
為
に
対
す
る
公
定
価
格
を
い
い
、
保
険
で
診
療

を
行
っ
た
際
、
医
療
機
関
が
受
け
取
る
収
入
に
な
る
。
診
察

や
各
種
の
手
術
、
薬
剤
ご
と
に
細
か
く
「
診
療
報
酬
点
数
」

(l
点
は
叩
円
)
が
決
め
ら
れ
、
2
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
。

政
府
の
予
算
編
成
で
全
体
の
改
定
率
を
決
定
し
た
う
え
、
こ

れ
に
添
っ
て
個
々
の
診
療
点
数
が
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
で
決
め
ら
れ
る
。

診
療
報
酬
は
今
年
4
月
に
改
定
さ
れ
、
全
体
で

l
・
四
%

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
の
は
、
政
府

予
算
の
社
会
保
障
費
の
「
自
然
増
」
を

5
0
0
0億
円
に
抑

え
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
か
ら
だ
。
「
自
然
増
」
と
は
、
高

齢
化
に
伴
う
医
療
・
介
護
費
の
伸
び
ゃ
、
高
額
な
新
薬
な
ど

医
療
技
術
の
進
歩
(
医
療
の
高
度
化
)
に
よ
る
費
用
の
増
大

を
指
し
て
い
る
。
日
年
度
は

6
3
0
0億
円
程
度
が
自
然
に

増
え
る
と
見
込
ま
れ
た
た
め
、

5
0
0
0億
円
に
抑
え
る
に

は
1
3
0
0億
円
を
削
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
分
を
診
療
報

酬
の
引
き
下
げ
で
捻
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

診
療
報
酬
は
、
診
察
や
検
査
、
手
術
な
ど
の
医
療
行
為
の

「
診
療
報
酬
本
体
」
と
、
薬
剤
費
な
ど
の
「
薬
価
」
部
分
に

分
け
ら
れ
る
。
全
体
の
改
定
率
を
マ
イ
ナ
ス
と
す
る
た
め
、

薬
価
を
マ
イ
ナ
ス

1
・
臼
%
と
大
幅
に
引
き
下
げ
る
一
方
、

診
療
報
酬
本
体
は

0
・
日
%
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
薬
価
部

分
の
引
き
下
げ
幅
が
大
き
く
、
本
体
部
分
を
プ
ラ
ス
に
し
て

も
、
「
自
然
増
」

1
3
0
0
億
円
の
圧
縮
が
達
成
で
き
る
と

見
込
ん
だ
た
め
だ
。

本
体
部
分
の
プ
ラ
ス
改
定
は
、
日
本
医
師
会
な
ど
医
療
関

係
団
体
が
強
く
要
求
し
、
最
終
的
に
は
安
倍
首
相
、
麻
生
財

務
相
ら
の
判
断
で
決
着
し
た
c

医
療
関
係
団
体
が
診
療
報
酬
本
体
の
引
き
上
げ
を
主
張
し

た
の
は
、
医
療
機
関
の
経
営
悪
化
や
、
医
師
ら
医
療
従
事
者

の
賃
上
げ
が
理
由
だ
っ
た
。
し
か
し
、
診
療
報
酬
を
据
え
置

い
て
も
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
で
医
療
費
(
医
療
機
関

の
収
入
)
は
自
然
に
増
え
る
の
で
、
引
き
上
げ
る
合
理
性
は

乏
し
い
。

84 読売クオータリー 2018春号 |

百 tr

価費 再「る消しずそ府ょ に意た
をのそ 建白 。すて、のとい疑く向具結

大
l隔減少そ

も は然
t首

こるい不う地、問いな体局
お」れかる足ち )Jとな、ど的

ににも ぽ圧にとのす消白いの不にな本
切っ診

抑制
つ制日百比いがる税費治うは透配根体

りな療 か べう占 実 21 体予、明慮拠音IS

下 が報酬を で な玉、 情兆での算 社 な し は 分
げ る き く足 け こ だ 円 確 社編会政た示の
てわ な 、れたそ 0 は保会成保治とさ改r死ー法すL王三ー， 
もけヲき| い 無り違、こ公さ保の障的みれ
、で

療診覇度
責任 い杜の債れ障考の決らて

薬 は下 とに会巨発て支え「定れいが

剤費 な げ でし少保額行い出方自でるなプ
いて あてな障のにるはだ然あがいラ

カT 。 も るいいの財よの計 。増る 、 。ス

減今
、

。る l 最大 源るは 40医 」 。国 政 O
る回そ の 3 不借 19兆療を 民 権
と の の で O の足金兆円を ー にカ>55 
はよま は O 謀をで円に合部自Ij は医%
|浪うま 、{立題ど穴に上め 分師と
らに医 財円で解う埋過ぎ りたれ か会な
な楽療 政 の あ め 、政ば りのつ

ら 問大き はで億 費年療のケ 体新はこにい
だ題 たりは円の よ報 2 そも薬避の適か
。化 かだ療費医、削伸り酬 O スれ 3 がけた用ら
実しつ、 02滅びわ引 O もで・登らめきだ
際、たこ 年すをずき 6 過も 8 場れ、れ
に「 。 う のにる 5 か下年去 、%しな高、 薬
は露地し減 も こ 年 に げ で に 診とたい額 新 価

h-た 少 2 と間 減 幅 、 は 療大影 。なたの
医朋壊や大幅 に ・ が で少 とマ あ報 |陥響笑新に改
師 」 j主 つ 7 議決閤 l しなイる酬にで i療薬発定率
不 科なな% 兆たりナ 。の 増 薬 、 が 売
よtと 、診がの l 。、ス顕改疋 え刑 15登さは
は γつ小療報 つマ定 O 同こ 3 著 た 費 年 場 れ
04 児科 たイさ O 年の・なで 。がにする既
年夏 酬。ナれ o7 年 16の医 急 は れ 薬 に
に な引き スて億月の%は療費 上 高 ば は 使
始さど 改い 円に 固と 、 昇額、対わ
まえで下 定を る は民過小を しな薬象れ
っ生医げ 。年、医 去泉抑 、C 剤にて
たま 自ili の 行小 2 社療最政え 医 却 費 な い
医れ 不反 い泉 2 会費大権こ 療 肝 の ら る
師た足動 、政 O 保はの時ん 費炎増な薬
のかがは や権 0 障前診代だ 全 の 大 い 剤。

85 |医療費管湾に新ルール導入を 伸び半を経済成長の範|苅内に臼動詞猿



新
た
な
臨
床
研
修
制

度
の
影
響
が
大
き
か

っ
た
。
従
来
は
卒
業

し
た
大
学
医
学
部
で

研
修
を
受
け
る
若
い

医
師
が
多
か
っ
た
が
、

研
修
先
を
自
由
に
選

べ
る
よ
う
に
な
り
、

都
市
部
の
大
病
院
に

研
修
医
が
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
。
研
修

医
を
確
保
で
き
な
く

な
っ
た
地
方
の
大
学
病
院
は
、
地
域
の
病
院
へ
の
医
師
派
遣

が
で
き
な
く
な
り
、
医
師
不
足
が
顕
在
化
し
た
の
だ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
医
療
費
抑
制
へ
の
反
発
が
強
ま
り
、

社
会
保
障
費
圧
縮
の
撤
回
を
主
張
し
た
民
主
党
が
政
権
に
就

い
た
翌
年
の
叩
年
に
は
、
診
療
報
酬
は
叩
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス

改
定
に
転
じ
た
。

小
山
木
政
権
で
の
大
幅
な
診
療
報
酬
切
り
下
げ
を
最
後
に
、

(年度)

、，ι

、、d

-4 
2000 02 04 06 08 10 12 14 16 18 

-診療報酬改定率の推移

(%) 
2 

。

G
D
P
に
占
め
る
医
療
費
の
割
合
は
、
日
本
は
加
盟
困
の

中
で
も
早
い
ペ

l
ス
で
上
昇
し
、
町
年
の

η
位
か
ら
臼
年
は

8
位
に
な
っ
て
い
た
。
順
位
が
さ
ら
に
3
位
に
上
が
っ
た
の

は、

O
E
C
D
の
基
準
で
訪
問
介
護
な
ど
介
護
費
用
の
一
部

が
医
療
費
に
算
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
。
た
だ
、

主
要
国
で
は
既
に
こ
の
基
準
で
医
療
費
が
算

出
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
日
本
の
医
療
費
は
従
来
、
実
態

よ
り
低
く
見
積
も
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
日
本
は
現
在
で
は
医
療
費
が
高
い
国
の

一
つ
で
あ

り、

「低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
医
療
を
達
成
し
て
い
る
」
と

い
う
評
価
は
、
過
去
の
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
厚
生

労
働
省
や
医
師
会
は
従
来
、
日
本
の
医
療
費
が
低
い
こ
と
を

背
景
に
予
算
増
額
を
要
求
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
主
張
は

通
用
し
な
い
。

百
歳
以
上
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
、
自
営

業
者
ら
の
国
民
健
康
保
険
は
、
財
源
の

5
割
が
公
費
(
税

金
)
で
あ
り
、
政
府
の
財
政
が
行
き
詰
ま
れ
ば
、
た
だ
ち
に

財
源
不
足
に
陥
る
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な
縮
小
は
避
け

ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
診
療
報
酬
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

mw年
度
以
降
、
国
民
医
療
費
は
年
2
j
3
%
前
後
の
上
昇
を

続
け
て
お
り
、
概
し
て
経
済
成
長
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

象

徴
的
な
の
は
、
リ
l
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
の
直
後
で
、

G
D
P

が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
凶
年
度

(
4
・
1
%
減)、

ω年
度

(
3
・
4
%
減
)
に
も
、
医
療
費
は
そ
れ
ぞ
れ

2
%
、
3
・

4
%増
え
た
。
あ
た
か
も
医
療
は
不
況
と
は
無
縁
で
あ
る
か

の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。

時
の
政
治
状
況
に
左
右
さ
れ
る
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
医

療
費
は
抑
制
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
「
医
療
費
の
低
い
国
」
で
は
な
く
な
っ
た

日
本
は
か
つ
て
、
国
際
的
に
も
医
療
費
が
低
く
、
世
界
保

健
機
関

(
W
H
O
)
か
ら
も
「
低
い
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
医

療
を
達
成
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
う

し
た
見
方
を
覆
す
デ
l
タ
が

2
0
1
6
年
に
公
表
さ
れ
た
。

経
済
協
力
開
発
機
構

(
O
E
C
D
)
に
よ
る
国
際
比
較
(
日

年
)
で
、

G
D
P
に
占
め
る
保
健
医
療
支
出
の
割
合
が
、
日

本
は
日
・

2
%
に
達
し
、
加
盟
問
の
巾
で
米
国
、

次
い
で

3
位
、
だ
っ
た
の
だ
。

ス
イ
ス
に
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倒
産
す
る
医
療
機
関
が
続
出
す
る
な
ど
医
療
現
場
は
深
刻
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぎ
、

凶
民
皆
保
険
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
を
守
る
た
め
に
、
医
療

費
を
適
正
に
管
理
す
る
仕
組
み
が
必
要
に
な
る
。

医
療
費
を
自
動
調
整
す
る
仕
組
み

小
黒
一
正
・
法
政
大
学
経
済
学
部
教
授
は
「
そ
も
そ
も
診

療
報
酬
制
度
に
は
、
医
療
費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
能
が

備
わ
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

医
療
費
は
、
個
々
の
診
療
行
為
の
価
格
に
、
実
際
に
行
わ

れ
た
診
療
行
為
の
件
数
(
量
)
を
掛
け
合
わ
せ
て
決
ま
る
。

診
療
報
酬
点
数
は
伺
別
の
価
格
を
決
め
る
も
の
だ
が
、
実
施

さ
れ
る
件
数
ま
で
は
制
限
で
き
な
い
。
価
格
を
下
げ
て
も
、

実
施
件
数
が
そ
れ
以
上
に
増
え
れ
ば
、
結
局
、
医
療
費
全
体

は
増
え
る
。
診
療
報
酬
制
度
で
は
、
「
価
格
×
量
」
の
全
体

を
制
御
で
き
な
い
の
だ
。

そ
こ
で
小
黒
教
授
は
、
経
済
や
社
会
の
情
勢
に
合
わ
せ
、

医
療
費
を
白
動
調
勧
賞
す
る
仕
組
み
の
導
入
を
提
唱
す
る
。

社
会
保
障
の
中
で
も
、
支
出
を
経
済
成
長
の
範
囲
内
に
と
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陸軍濁

ど
め
る
仕
組
み
は
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
が
そ
れ
だ
。

年
金
の
支
給
額
は
、
社
会
保
障
の
中
で
も
特
に
急
激
に
伸

び
て
い
た
。
高
齢
化
で
年
金
受
給
者
が
急
増
し
て
き
た
か
ら

だ。

公
的
年
金
の

年
金
財
政
の
持
続
性
に
危
機
感
を
抱
い
た
政
府
は
、
2
0

0
4
年
に
年
金
制
度
の
大
き
な
改
革
を
行
っ
た
。
そ
の
柱
が

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
だ
。
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
か
説
明
し

ト晶、つノ。

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
仕

組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。

現
役
世
代
に
比
べ、

費
用
の
伸
び
が
著
し
く
大
き
い
か
ら
だ
。

具
体
的
に
は
、
現
役
世
代
の
人
U
減
少
や
平
均
寿
命
の
伸

び
を
勘
案
し
た
「
調
整
率
」
を
定
め
、
診
療
報
酬
点
数
か
ら
、

こ
の
調
整
率
を
差
し
引
い
て
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
。

例
え
ば
、
調
整
率
が
1
%
な
ら
、
-
点
叩
円
で
あ
る
診
療

報
酬
点
数
を
1
%
分
の
0
・
1
円
下
げ
、
-
点
9
・
9
円
に

す
る
。
こ
れ
で
医
掠
費
の
伸
び
は
1
%
抑
え
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
、
医
療
機
関
の

経
営
も
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、'
診
療
報
酬
を
引
き

下
げ
る
調
整
率
は
、

実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い

と
見
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
だ
。

調
整
率
を
い
く
ら
に
す
る
か
は
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で

医
療
費
を
抑
制
す
る
か
に
よ
る
。
例
え
ば
調
整
率
0
・
3
%

で
の
引
き
下
げ
を
叩
年
間
続
け
る
と
、
累
計
で
凶
年
後
に
は

3
%
相
当
の
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
年
間
続

け
る
と
6
%
抑
制
で
き
る
計
算
だ
。

年
金
制
度
は
従
来
、
物
価
や
賃
金
が
上
昇
す
れ
ば
、
そ
の

分
、
年
金
支
給
額
も
増
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
で
は
、
物
価
や
賃
金
が
増
え
て
も
、
そ
こ
か

ら

一
定
の

「
調
整
率
」
を
差
し
引
き
、
年
金
の
上
昇
率
を
抑

え
る
。
調
整
率
は
、
年
金
保
険
料
を
納
め
る
被
保
険
者
の
数

の
減
少
と
、
平
均
寿
命
の
延
び
を
勘
案
し
て
決
ま
る
。
被
保

険
者
数
の
減
少
は
、
年
金
の
財
源
と
な
る
保
険
料
収
入
の
減

少
を
反
映
し
、
平
均
寿
命
の
延
び
は
年
金
受
給
者
数
や
給
付

額
の
増
加
に
か
か
わ
る
。
年
金
の
支
え
手
の
縮
小
と
、
年
金

を
も
ら
う
側
の
増
大
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
わ
け
だ
。

調
整
率
は
現
在
1
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
物
価

や
賃
金
が
2
%
上
昇
し
た
場
合
、
年
金
の
給
付
水
準
は
、

こ

れ
か
ら
1
%
を
差
し
引
い
た
1
%
に
と
ど
め
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
年
金
給
付
を
お
お
む
ね
経
済
成
長
の
範
囲
に
抑
え
る
こ

と
が
可
能
に
な
る

を
)
0

ま
ず
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
適
用

医
療
費
に
も
、
こ
れ
と
同
様
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
抑

制
す
る
わ
け
だ
。
小
黒
教
授
は
、
ま
ず
万
歳
以
上
が
加
入
す

少
子
高
齢
化
で
、
区
療

・
介
護
費
が
ピ
1
ク
に
な
る
の
は

2
0
6

0
年
頃
で
、
G
D
P
比
で
は
現
在
よ
り
6
j
7
ポ
イ

ン
ト
増
え
て
凶
1
口
%
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
増
加
分
を
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
抑
え
る
か
に
よ

っ
て
、
毎
年
の
調
整
率
は
変
わ
る
。
伸
び
る
分
の
6
%
相
当

を
却
年
か
け
て
抑
え
る
と
す
れ
ば
、

-
年
あ
た
り
に
抑
え
る

必
要
が
あ
る
の
は
6
%
÷
m
H
0
・
3
%
と
な
り
、

こ
れ
が

調
整
率
に
な
る
。

6
%
を
初
年
で
抑
え
る
な
ら
、
調
整
率
は

さ
ら
に
低
い
0
・
2
%
に
と
ど
ま
る
。
診
療
報
酬
点
数
に
換

-
点
凶
円
が

9
・
mm

算
す
る
と
、

調
整
率
0

・
2
%
な
ら
、

円
に
な
る
計
算
だ
。
医
療
機
関
の
経
営
に
与
え
る
影
響
は
か

な
り
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

医
療
・
介
護
費
の
伸
び
G
D
P
比
6

1
7
%
は
、

金
額
で

い
う
と
却
兆
1
お
兆
円
に
な
る
。
こ
れ
を
消
費
税
で
賄
お
う

と
す
る
と
、

税
率
を
現
在
よ
り
ロ
l
Hポ
イ
ン
ト
も
引
き
上

げ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
消
費
税
率
は
却
%
を
超
え
て
し
ま
う
。

そ
こ
ま
で
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
栴
め
て
困
難
だ

ろ
、
っ
。

Fm療
費
を
自
動
調
整
す
る
仕
組
み
は
、

そ
れ
ほ
ど
消

費
税
率
を
引
き
上
げ
な
く
て
も
財
政
や
社
会
保
障
を
持
続
可
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「
能
に
す
る
効
果
が
あ
る
の
だ
。

経
済
成
長
率
が
低
い
場
合
に
は
、
医
療
費
の
伸
び
を
成
長

率
の
範
囲
内
に
と
ど
め
る
方
策
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
医
療
費
の
伸
び
が
2
%
で
、
名
目
G
D
P成
長
率

が
1
%
の
時
、
調
整
率
を
1
%
に
す
れ
ば
、

G
D
P
に
対
す

る
阪
療
費
の
割
合
は
二
疋
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
医
療
費
抑
制
の
手
法
に
は
、
.
医
師
会
な
ど
医
療

業
界
か
ら
の
反
発
も
予
想
さ
れ
る
。
医
師
会
の
意
向
が
反
映

さ
れ
る
現
在
の
診
療
報
酬
改
定
と
異
な
り
、
改
定
率
が
「
門

動
調
控
」
さ
れ
、
利
害
関
係
者
の
思
惑
が
入
る
余
地
が
な
く

な
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
医
療
費
が
膨
ら
み
続
け
て
皆
保
険

制
度
が
危
機
に
陥
れ
ば
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
の
は
国
民

で
あ
り
、
医
療
機
関
で
あ
る
。
国
民
と
医
療
現
場
を
守
る
た

め
に
こ
そ
、
医
療
費
を
確
実
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
組
み

が
必
要
な
の
だ
。

医
療
費
の
地
域
間
格
差
是
正
に
も
有
効

医
療
政
策
に
詳
し
い
印
南
一
路
・
慶
応
大
学
総
合
政
策
学

部
教
授
も
、
診
療
報
酬
点
数
の
単
価
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ

病
尿
削
減
が
進
ま
な
か
っ
た
地
域
に
は
、
診
療
報
酬
の
単
価

引
き
下
げ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
す
る
。

高
齢
化
で
費
用
が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
介
護
も
同
様
で

あ
る
。
介
護
費
用
は
同
年
度
に

m
・
4
兆
円
と
、
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
っ
た
∞
年
の
約

3
倍
に
増
え
た
。
お
年
に
は

印

・
8
兆
円
と
、
さ
ら
に
倍
増
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

介
護
費
は
今
の
と
こ
ろ
医
療
費
の

4
分
の

l
ほ
ど
だ
が
、
今

後
は
加
速
的
に
支
出
が
増
大
す
る
。
介
護
に
も
費
用
を
円
動

調
整
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

注
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
デ
フ
レ
下
で
は
発
動
さ
れ

な
い
決
ま
り
に
な
っ
て
お
り
、
デ
フ
レ
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、

実
際
に
発
動
さ
れ
た
の
は

2
0
1
5年
の
l
同
に
過
ぎ
な
い
c

給
付
水
準
の
抑
制
も
卜
分
に
は
進
ん
で
い
な
い
。
山
年
か
ら
、

賃
金
や
物
価
が
大
き
く
ヒ
昇
し
た
場
〈
円
、
そ
の
ト
ぃ
昇
率
の
範

囲
内
で
、
前
年
度
ま
で
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
未
実
施

分
も
含
め
て
給
付
水
準
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
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